
　

南島原図書館HP 新規パスワード登録

●乳・幼児向けおはなし会

南島原市原城図書館　広報紙　　
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●こどもの読書週間行事　シールラリー

●こどもの読書週間行事　映画上映会

●幼児・学童向けおはなし会

原城図書館　電話番号
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通巻 177号

2025年

原城図書館カレンダー

●開館時間 10：00～18：00（毎週木曜日は12：00～20：00）

●休館日 毎週火曜日、毎月最終金曜日（図書整理日）

催し物のご案内

カツジロウだより

令和７年度がスタートしました。暖かく過ごしやすい日も増えてきて、

何か新しいことを始めるのにもぴったりの季節ですね。

今月の２３日からは、第６７回こどもの読書週間が始まります。楽しい

イベントを企画していますので、ぜひ原城図書館へ遊びに来てください。

日時：４月４日（金）・１８日（金）

午前１０時３０分～１１時

場所：おはなしの部屋

日時：４月１２日（土）

午前１０時３０分～１１時

場所：視聴覚室

★団体で参加される場合は事前にご連絡をお願いします。

４月号

期間：４月２３日（水）～５月１２日（月）

対象：幼児・児童

本を５冊借りるとシールが１枚もらえ、シールを５枚ためると貸出体験券

１枚と交換できます。貸出体験券を利用すると、原城図書館カウンターで本

の貸出体験ができます。（※貸出体験券の有効期限は６月末まで）

①『映画すみっコぐらし ツギハギ工場のふしぎなコ』

日時：４月２６日（土）午後１時３０分～（上映時間：６９分）

場所：視聴覚室

対象：幼児・児童３０名（要申込）

②『九十歳。何がめでたい』

日時：４月２７日（日）午後１時３０分～（上映時間：９９分）

場所：視聴覚室

対象：一般３０名（要申込）



新

狐花　 京極　夏彦／著　KADOKAWA

なんだか今日もダメみたい 竹中　直人／著　筑摩書房

物語要素事典　 神山　重彦／著　国書刊行会

すごい長崎 下妻　みどり／著　新潮社

有職植物図鑑 八條　忠基／著　平凡社

レジンで作るアクアカラーのアクセサリー もりもと　まきこ／著　ブティック社

ぼうけんしよう！ スギヤマ　カナヨ／[作]　偕成社

ちいさいごみしゅうしゅうしゃぱっくん 薫　くみこ／さく　チャイルド本社

今日にかぎって　 樺島　ざくろ／作　BL出版

SDGsのひみつ　14 Gakken

ふしぎなチカラをもっているハーブの世界 真木　文絵／著　岩崎書店

早川ユミはじめてのちくちく絵本　3 早川　ユミ／作　農山漁村文化協会

新 着 紹 介

原城図書館でのみなさんとの出会いは私の宝物です。１５年間本当にお世話になり

この度、深江図書館へ異動することになりました。

ました。これからも原城図書館をよろしくお願いします。　　　　　　　　　　（小島）

４月から加津佐図書館へ異動することになりました。

皆さんの温かい言葉や笑顔にたくさんの元気を頂きました。原城図書館での思い出は私の

大切な宝物です。２年間、本当にありがとうございました。　　　　　　　　　（木下）

４月から北有馬図書室へ異動することになりました。皆さんからいただいた温かい言葉や

たくさんの笑顔で、本当に楽しく過ごすことが出来ました。とてもとても懐かしい場所が

出来ました。１０年間、本当にありがとうございました。                    （髙見）

３月１６日（日）、馬場智美先生をはじめ5名の講

師の皆さんをお迎えして、親子で楽しむリトミックの

講座を行いました。

参加者の皆さんは、メロディやリズムに合わせて

体を動かしたり、スキンシップをとったりしながら、

親子の触れ合いや他の参加者の方との交流を深

められていました。

「親子でとても楽しめました」といった感想も聞か

れ、笑顔いっぱいのひと時となりました。

児 童 書

『山の学校 キツネのとしょいいん』
葦原 かも／さく 高橋 和枝／え 講談社

職員おすすめ

一 般 書

「えほんと音楽でリトミック」を開催しました

異動のごあいさつ

図書館の受付カウンターの中に座って、本のバーコードを「ピッ」と読む、あの作業。

やってみたい！と思ったことはありませんか？ どうやら、そう思うのは人間の子だけでは

ないようです。

えのき小学校の学校司書・かえでさんのもとに、ある日、小さくてかわいいキツネの

子・リンくんが訪ねてきます。リンくんは、あの「ピッ」をどうしてもやってみたいと言うの

ですが、それには少し切ない理由があって……。

山のふもとの小さな小学校を舞台に、キツネの子と優しい人々のふれあいを描いた、

心温まる絵童話です。

皆さんもぜひ、４月２３日から始まるシールラリーでシールを集めて、「ピッ」を体験してみてくださいね！


